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　全日本麻雀協会。その名を知らぬ者は恐らく多くいるだろう。

しかし紛れもなく麻雀のプロ団体である。

　まだ発足したばかりの団体であり、所属プロは 10名にも満

たないが、第一回全日麻雀杯というタイトル戦を行っている。

その決勝の観戦記を書くことが決まった時、期待と不安が自身

を埋め尽くした。新団体のタイトル戦決勝がどのような盛り上

がりを見せるのかという期待と、ルールが違う団体の観戦記を

上手く書けるのかという不安だ。

　この観戦記を読んでいる方の中には、全日麻雀杯のことを何

も知らずに読んでいる方もいるかと思うので、全日本麻雀協会

のルールと、全日麻雀杯のシステムを表紙に URL で載せてあ

るのじでご覧いただきたい。

　いわゆるありありルール（一発、ウラドラあり）。赤３枚。

　評価点は１位＋３・２位＋１・３位△１・４位△３の順位戦

となっている。

　決勝一日目の天気は非常にドンヨリとした曇り空。私の不安

を体現しているかのようだ。不安とともに体を押しつぶしてし

まいそうな大粒の雨が今にも振りそうな天気の中、会場である

神楽坂のばかんすに向かった。

　会場に着くと土井泰昭代表が一人で生放送の準備をしてい

た。

　生放送の準備から解説に至るまで全て自団体のプロでまか

なっている。当然ばかんすには解説室などないので、録画した
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ものを３０分ほど遅らせて放送し、解説するのである。

　生放送の準備が進められている中、続々と所属プロが会場入

りした。ここから会場入りの順番とともに決勝メンバーの紹介

をしていきたいと思う。

　会場に一番乗りしたのは福島ゆか

りプロ。全日本麻雀協会唯一の女性

プロである。いわく「会場に早くつ

いて準備の手伝いをするのは当たり

前」。非常に真面目である。

　そんな真面目な福島プロの麻雀も

また真面目。リーチは好形高打点に

なるまで自重。好牌先打は当然のこ

とながら手に溺れずヤミテンへのケアも怠らない。しかしなが

らその慎重さが臆病と見られてしまうこともあるかもしれな

い。昨今のスピード重視の麻雀の中で彼女の麻雀がどのように

活きるのか非常に楽しみである。

　続いて会場に入ってきたのは橋本勇

プロ。全日本麻雀協会一の巨漢である。

非常に暖かい人柄であり、会場で緊張

している私に積極的に話しかけてきて

くれた。

　橋本プロの麻雀を一言で言い表すな

らば「緻密」。人は見た目が９割とい

う言葉があるが、橋本プロを外見で判

福島ゆかりプロ

橋本　勇プロ
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断してはいけない。一見すると豪快な打法で何でもバンバン

切ってきそうな勢いを感じてしまうが、得点状況、対局相手、

捨て牌、全てを総合的に判断した上で精密な打牌をする。誰も

が押し続けてしまいそうな良形の手であっても、自分の方が不

利と見るやサっと手を引く。誰にでもできることではない。橋

本プロの押し引きがどのような輝きを見せるのか期待に胸が膨

らんだ。

　３番目に会場に入ってきたのは石並

魄プロ。所属プロの中でもっとも掴み

どころのない麻雀を打つ男である。が、

それは決して特徴がないということで

はなく、リーチ判断、押し引き、打牌

選択、その全てが変幻自在であり、相

手の読みを撹乱する。全員が驚かされ

るような選択も多いが、それは深い読

みの上に成り立った選択であり、それ

こそが石並プロの強さなのである。

　最後に会場に入ってきたのは大野

佑樹プロ。全日麻雀杯予選１stage、

2stage その両方で優勝している。そ

の圧倒的強さから決勝でも周囲を圧倒

して優勝ではないかと目されている。

そんな大野プロの最大の武器は「山読

み」と「鳴き」である。その鋭さは、

石並　魄プロ

大野佑樹プロ
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通常では考えられないような手順でアガリをものにし、対局相

手を叩き伏せる。

　こうして会場にはこれから激闘を繰り広げる４人が集結し

た。ふと気がつくと解説とカメラ切り替えを務める長谷川秀喜

プロと平澤元気プロの姿もあった。今回この二人は惜しくも決

勝進出とならなかったが、実力のある選手であり、次回以降の

戦いに期待したい。

　刻一刻と対局開始の時間が迫る中、各人はどのような気持ち

で対局前の時間を過ごしているのであろうか。後は対局開始の

合図を待つだけという４人の顔を見ると、皆その表情は一様に

険しい。緊張からなのか、決勝という舞台に登れた嬉しさから

なのか、その全てが入り混じったような、とはいえ決して暗い

表情ではなかった。各者の想いが卓上を交差している中、つい

に対局開始が宣言される。戦いの火蓋は切って落とされた。（以

下敬称略）

１回戦　起家から橋本０・大野０・福島０・石並０（以下同）】

東１局（ドラ2）
橋本 25000・大野 25000・福島 25000・石並 25000

　

　タイトル戦決勝の初戦。ここでつまずきたくないのは誰しも

同じ。軽く早い手でもいいからアガれれば緊張もほぐれてくれ

るというもの。

　先制したのは親の橋本。６巡目にリーチと出る。
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橋本手牌

assddfxxnmert

　赤牌もドラも持っていないが親の先制リーチとしては上々で

ある。橋本以外の手は重く、全員がオリ、橋本があっさりツモ

アガるものかと思っていたが、ロン牌は他家の手の中へと消え

て行き、更には福島が粘って二人テンパイで流局。

　麻雀をやっていれば早いテンパイがあっさりと流局すること

など星の数ほどあるが、決勝の舞台で空ぶるとそれだけで気持

ちが滅入ってしまいそうになるだろう。

東１局１本場（ドラe）
橋本 25500・大野・23500・福島 26500・石並・23500

　前局の空振りもなんのその、この局も親の橋本を中心に展開

していくことになる。橋本は一直線にピンズのホンイツへと向

かい、６巡目に1をポンしてgを切りイーシャンテン。

橋本６巡目手牌

66ssfghjjk  !11

　切り出しは,、y、wと変則的ではあるが、その後a、
さらにポンしてgが出てきたとなれば、ただただ不気味な河
である。赤牌の方を処理することで、ピンズホンイツの匂いを
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消そうとしている橋本の工夫が伺える。更に１０巡目にdを
チーしてテンパイ。

橋本１０巡目手牌

66sshjk  Dfg  !11
　

　対局後、橋本はこのテンパイ取りを悔いていた。リャンメン

チーではなく、カンdでチーして打sのh―lマチとし
ておくべきだったと。やはり決勝の舞台の緊張がまだ拭えてい

ないのか、あっさり橋本が大物手をものにするかと思えたが、

これが緩手となり一気に大野と石並が攻め立ててくる。

　大野が役なしドラ１でリーチ。石並もピンフドラ１のヤミテ

ンを入れて瞬く間に卓上は火花が飛び散る激戦地となった。更

に石並がピンフテンパイからタンヤオテンパイへと移行しl
を河に置く。このlを橋本はどのような気持ちで眺めていた
であろうか。

　結末は石並から大野への放銃。２６００に一本場と供託１本

の収入となった。

東２局（ドラq）
大野 27400・福島 26500・石並 20600・橋本 25500

　先ほど放銃に回った石並が高速の２巡目リーチ。マチはz
とbのシャンポンマチ。誰も向かえず、あっさりとzを手
元に引き寄せ裏ドラ一枚の１３００・２６００。まだ２巡目な
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ので手を組み替える時間もあったと思うが、強気にリーチと

打って出ることができる石並のメンタルの強さが伺えた。

東４局１本場（ドラj）Ｒ１本
石並 24800・橋本 26200・大野 23800・福島 24200

　

　前局は橋本がリーチ棒を投げ、橋本の一人テンパイで流局。

橋本はそろそろテンパイ料だけでなくアガリが欲しいところ。

　まずは大野が先手を取る。早々にvをポンして1片アガ
リのテンパイ。それに呼応するかのように橋本が８巡目にリー

チ。

橋本手牌

wwertssddfhjk
　

　親の石並も１１巡目に追いつき1タンキのチートイツ
リーチ。再び戦場に大きな火の手があがる。軍配があがった

のは橋本。石並が高めのfを掴み放銃。裏ドラも一枚のせ、
１２０００を吐き出した。

　ようやく大きなパンチが決まった橋本。今までのアガリ逃し

からフラストレーションも相当溜まっていただろう。南場はこ

のリードをどのように活かしていくのだろうか。

　逆に大きな痛手を負った石並はどうかというと、どこか涼し

い顔をしている。この程度の失点は麻雀をやっていればよくあ
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る事、ということだろうか。ここからの巻き返しに注目したい

ところだ。

南１局１本場（ドラ6）
橋本 45400・大野 18900・福島 24200・石並 11500

　前局は大野の先制リーチを掻い潜り親の橋本が３９００の加

点。トップへの道を着々と歩んでいる。が、この局そんな橋本

にかげりが見えた。

　「ロン、１２０００は１２３００です」。そう申告しているの

は石並である。振り込んだのはなんと橋本。石並のリーチに一

発で放銃し跳満の献上となってしまった。

　確かに橋本の手もドラがトイツのイーシャンテン。残りの形

も悪くないのだが、この局は大人しく頭を下げていても良いよ

うな気がした。石並のリーチだけでなく、大野、福島も一色手

に向かい誰に振り込んだとしても大きなダメージを受けそう。

ここは他の３者が潰しあってくれるのを眺めていても良かった

のではないか。

　この放銃により一気に上下が詰まった。これが緩手となって

しまうのか、石並は浮上のきっかけを掴めたことで一気にトッ

プ目へとにじり寄りたいところだ。

　逆にこのアガリでラス目に落ちた大野は急いで加点しなくて

はならなくなった。
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南２局（ドラz）
大野 18900・福島 24200・石並 23800・橋本 33100

　ここまで鳴りを潜めていた福島がとうとう動き始めた。いや、

動き始めたというにはあまりにも静かでストレートな手順でア

ガリをものにした。

　福島は６巡目にテンパイ。役なしドラなしのカンh。

福島６巡目手牌

tyuxcccvm,.gj

　さて、この手はこのままリーチと行くのが良いのだろうか？

　最近の麻雀の傾向を見ると、手替わりを待たずに即リーチを

かけるのが良いという傾向が強いように思える。手替わりの確

率もアガリ牌を持ってくる確率も同じだからなのだろうか、役

なしのままで、リーチを打たなければ他家への牽制ができない

からなのだろうか。福島とてテンパイ宣言をしなければ他家が

自由に手を進めてくることくらい百も承知であろう。

　が、福島はヤミテンを選択。そして９巡目にツモfでj
切りリーチ。一発でアガリ牌を引き寄せ、裏ドラを一枚乗せ

２０００・４０００のアガリをものにした。役なしテンパイの

ままテンパイ宣言をせずに他家に自由に手作りさせてしまう恐

怖など、このストレートパンチのようなアガリの前に一瞬で崩

れ去った。そしてこのアガリで福島がトップ目に躍り出た。
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南４局（ドラv）
石並 20800・橋本 30100・大野 16900・福島 31200

　前局は大野が引けば満貫のリーチを打つも一人テンパイで流

局。オーラスに望みを託すこととなった。

　注目すべきは橋本と福島のアガリ競争である。どちらもア

ガった時点でトップとなる。ここは何としても相手より早く手

を進めなくてはならないところ。橋本、更には親が連荘のため

に仕掛け始めるが、福島は対照的にメンゼンで役ありテンパイ

を目指す。リャンメンを固定し、アンパイの字牌を残し、まっ

すぐにピンフテンパイを目指す。これはスピード競争という観

点からすると不利に働くことのが多いのではないか。リーチの

みでも良いというのであればわざわざアンパイを残しピンフを

目指さなくても良いのではないか。

　しかし福島にはリーチを打つ気がなかった。トップ目から喧

嘩を仕掛けることはないということだろうか。場を冷静に見極

めながら手を進め１０巡目にピンフテンパイ。マチはz―v
―m。
　人によっては福島の麻雀は臆病に映るだろう。しかし福島は

決して臆病だからアンパイを残しているわけでなはい。臆病だ

からリーチを打たないわけではないのだ。冷静な判断のもと、

自分が持てる情報全てを統合した結果リーチを打つ選択肢を選

ばなかっただけである。その証拠にテンパイ直前に持ってきた

親にも橋本にも無筋の牌をピシリと河に打っている。仕掛けて
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いる二人の無筋など、臆病者には切れないだろう。

　ほどなくして橋本が福島のロン牌を掴みあえなく御用。福島

が開幕戦をトップで飾った。

　一方で橋本は痛い取りこぼしだろう。一時は圧倒的優位にい

たにも関わらず転げ落ちてしまった。次戦以降は更に気を引き

締める必要がある。

　大野としては寝耳に水のラスといったところか。石並の急な

浮上に悔しさを覚えるところ。

　僥倖のラス抜けを果たした石並は涼しい顔。各々の気持ちが

２戦目以降どのような変化をもたらすのか気になるところであ

る。

２回戦　石並△１・橋本１・福島３・大野△３

東２局（ドラa）
橋本 22000・福島 25000・大野 28000・石並 25000

　点棒が大きく動いたのは東２局。東１局は橋本から大野へ

２０００点の移動。橋本のリーチを掻い潜ってのアガリとなる。

　東２局は大野が中心となって場が動き出す。３巡目に福島か

ら5を鳴いてこの形。

大野３巡目手牌

3677ertiom  %55
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　更に福島から7を叩いてmを切りイーシャンテン。その

直後に持ってきた5を加カンするとリンシャンから持ってき

たのが6でペンuマチのテンパイ。これは流石に他家も頭

を垂れるしかないかと思っているとなんと石並がリーチ。6
を抑えてのリーチかと思ったがなんと高めイッツーのピンフ

リーチ。しかも場に高いマンズマチである。

　これは流石に無謀と言わざるを得ない。確かにヤミテンに構

えていたところでアガれる気はしないが、大野の仕掛けはど

う見ても破壊力抜群の手であろう。程なくして石並が大野へ

１２０００を献上することとなった。大野としては願ってもな

い展開であろう。出アガリなどありえないと思っていたはずが、

無防備となり飛び込んでもらえたのだから。

東３局（ドラe）
福島 25000・大野 41000・石並 12000・橋本 22000

　この局も大野が中心となって動き出す。４巡目に以下の牌姿

から,を叩いて打q。

大野８巡目手牌

qwuxxbb,,ddfg

　これはかなり遠い仕掛けの様な気がしたが、その後のツモが

x、bと来てマンズを全て払いたちまちテンパイ。
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　更にd―hのテンパイにmを引きdを切ってマチカエ。
程なくして福島から１３００を出アガった。

大野アガリ形

xxxbbbmdfg　<,, ロンm

　このアガリの中に、大野の嗅覚の鋭さを見た気がする。自分

のアガリに対する嗅覚の良さ、他家の追随を許さない圧倒的な

スピードである。

東４局（ドラ7）
大野 42300・石並 12000・橋本 22000・福島 23700

　ここまで終始大野のペースで局が展開されてきたが、東４局

で事件が起こる。石並が１０巡目にピンフ赤１のv―mマチ

でリーチをかける。大野はiをポンしており、カンjのタ

ンヤオテンパイ。jはリーチの石並の現物であるが、他家の
手の中にはなく、場に出てこない。大野は自分のロン牌が中々

場に顔を見せないことから山にあると読んでリーチに対して

真っ向勝負。しかし大野の手に先に舞い込んだのは石並のロン

牌。しかし怯む事なくツモ切り８０００の放銃となってしまっ

た。

　大野の読みは非常に目を見張るものがある。あっと驚くよう

な手順でアガリをモノにするが、それだけにここでは読みを活
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かして放銃を避けて欲しかった。石並はまたしても嬉しい加点

となった。

南１局（ドラw）
石並 20000・橋本 22000・福島 23700・大野 34300

　誰か一人が飛び抜け、飛び抜けた物がラス目に放銃するとい

う展開。奇しくも一回戦と同じ展開となった。となればここ

で前に出てくるのはやはり福島である。福島は３巡目に6と

eのシャンポンリーチ。赤が一枚あるため高めをツモれば満

貫となる。途中アンコのbをアンカンし、終盤に安目をツモ
り１６００・３２００の収入となり大野に詰め寄った。２回戦

もこのまま福島が逆転トップとなってしまうのではないだろう

か？

　福島は自分が前に出るタイミングをしっかりと見極められて

いるように感じる。他家がミスを犯した時などには好機を逃さ

ずスキをついていく。これが中々難しいが見事にやってのけて

いる。

南４局（ドラt）
大野 30100・石並 10000・橋本 28200・福島 31700

　南２局は親の橋本が２６００オール。１本場は福島が大野か

ら３９００をアガるという流れで福島がトップ目に立ってい
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る。更に福島は南３局で２０００をアガリ、親番を放棄。後は

オーラスを流すだけとなった。

　しかしここで福島に異変が。親の大野がマンズで染めている

にも関わらず二つも食わせてしまった。ということは、当然福

島はテンパイであるのかと思えばまだバラバラの手格好。魔が

差したのか？　ほぼトップを手中にした安堵感から緊張の糸が

切れてしまったのだろうか、下家の親に二つも鳴かれてしまっ

てはオリを余儀なくされ、大野が６０００オールを引くのを、

指をくわえて見ているしかなかった。

　大野もまさか上家から急所を処理できる牌が切られてくると

は思わなかったことだろう。まさに僥倖のトップである。

　とはいえ福島は橋本にトップを取られるよりは大野にトップ

を取ってもらったほうが良しか。この手助けにも近い鳴かせが

後々の対局にも響かなければ良いのだが。

３回戦　大野０・橋本０・石並△４・福島４

東１局１本場（ドラo）
大野 27000・橋本 24000・石並 24000・福島 24000

　点棒が大きく動いたのが東１局１本場。東１局平場は親が

リーチをかけ一人テンパイで流局という立ち上がり。

　まずは橋本が４巡目にタンヤオサンショク確定のカンyマ

チで先制リーチ。親の大野は6をポンして応戦するも、石並

もkマチタンヤオチートイツでリーチと大激戦。不幸にも大
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野が一発でkを放銃し８０００を吐き出した。
　石並は積み棒も供託もまとめて我が手としホクホク顔であ

る。対局を見ていると石並は他家同士が争っている激戦の中に

突っ込んでいくことが多い様に見える。もちろん凶と出ること

も多いのだが、今回のようなアガリを見せつけられてしまうと

他の対局者からすると相当メンタルが削られるのではないだろ

うか。

東２局（ドラn）
橋本 23000・石並 34300・福島 24000・大野 18700

　前局の結末に大野と橋本がゲンナリとした顔をしている中、

このまま自分のペースで対局を進めてしまおうと石並が5と

3を叩いてやる気満々。このまま石並ペースになるのかと思
いきや、待ったをかけたのが福島だ。福島はピンフ赤３の満貫

確定の手でリーチ。これは福島にしては非常に珍しいだろう。

役ありで高い手はほぼヤミテンに構えるのが福島であったよう

な気がしたが、ここが勝負どころだと捉えたか。一発でロン牌

をツモり上げ３０００・６０００。

　麻雀は４人でやるゲームだ、まだお前のペースになどさせる

か、と主張しているかのようなアガリであった。

東３局（ドラj）
石並 31300・福島 36000・大野 15700・橋本 17000
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　福島が９巡目に以下の手牌でリーチ。この石並の親番で親被

りさせて今度は自分のペースで対局を進めていこうという意図

であろうか。

福島９巡目手牌

xxbnmqwetyugj

　しかし今度は大野がこのリーチに待ったをかける。sをポ
ンしてタンヤオ赤２枚使いで１０００・２０００を引きアガる。

卓上でお互いが会話しているようだ。お前の好き勝手にやらせ

るつもりはないと。そして、勝つのは自分だと。

東４局（ドラr）
福島 34000・大野 20700・橋本 16000・石並 29300

　ここで橋本に異変が。大野のタンピンイーペーコーのリーチ

に一発で放銃してしまう。いや、一発で放銃することが異変で

はないのだが、問題は放銃した時の手牌である。

橋本手牌

zxcc,.qqqriojk

　ここからc切りで一発放銃となった。状況を無視して手牌
だけ見れば問題ないように思えるが、ここは我慢でも良かった
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のではないか。

　先制リーチがかかっており、急所ばかり残っている手牌であ

り、リーチと真っ向勝負しなくてはならない。ラス目ではある

が、まだ慌てるような点差でも局でもないだけに、失ったモノ

は８０００点という支出だけではないように思える。１回戦か

らのイマイチ上手くいってない展開にフラストレーションが相

当溜まっていたのだろうか。この後更に大きなアガリが他家か

ら出ようものなら橋本の心は完全に折れてしまうのではないだ

ろうか。

南１局（ドラv）
大野 28700・橋本 8000・石並 29300・福島 34000

　石並が４巡目にピンフ赤１のテンパイ。

石並４巡目手牌

cvbnm,..werdf

　が、三色の手替わりを意識して即リーチせず。１巡目だけ

回してツモ切りリーチと出ると、なんとこれがジャストミー

ト。一発でgをツモ。裏ドラは乗らなかったので３０００・
６０００止まりだが、他家の心を折るには十分なアガリ。これ

で一気に石並が逃げ切るのか。
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南２局（ドラ6）
橋本 5000・石並 41300・福島 31000・大野 22700

　親の橋本がタンヤオ赤１のyとuのシャンポンマチリー

チ。tかiを引いてのピンフ手替わりを待たないのか、待

つ余裕がなくなってしまったのかと河を見るとtが２枚、i
が１枚切れている。なるほど、これでは手替わったところでマ

チが薄い。更にマンズの切れ具合からシャンポンのままの方が、

アガリがあると読んだか。橋本はまだまだ冷静さを失っていな

いようである。目論見通りuをツモり上げ、４０００オール
の加点。まだまだ失った点棒は多いが、まずは一息といったと

ころだろう。

南３局（ドラm）
石並 34300・福島 27000・大野 22300・橋本 16400

　南１局１本場は石並以外の３人がテンパイで流局。続く２本

場は大野が橋本から１０００点の出アガリで親を蹴る形となっ

た。

 この局は大野が福島から２０００点の出アガリ。３副露のホ

ンイツだけ、という結末だったのだが、放銃者が問題である。

福島はテンパイしていたもののフリテンのピンフテンパイ。安

いとはいえ、わざわざ見え見えのホンイツに放銃する必要はな
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かったように思える。この放銃で３着目の大野と７００点差に

まで詰め寄られてしまい、更にラス親であるため他家がアガっ

た際の親かぶりでラスに転落してしまうことさえありえる。こ

こは我慢しても良かったのではないだろうか。

南４局（ドラj）
福島 25000・大野 24300・橋本 16400・石並 34300

　前局当面のライバルから直撃できた大野。fをアンカンし
てやる気十分。中盤に一つ晒してタンヤオ赤１のテンパイを入

れる。

　１４巡目に、福島が1をアンコにしてのテンパイを果た

すが、マチはf―j。万事休すかと思われたが、リーチと踏
み切り、何と山に２枚も残っていたjを力強くツモり上げ
４０００オール。一気にトップ逆転となった。マチの片割れを

潰しているだけに大野は愕然としたであろう。トップ目に立っ

ていた石並もまさかたった一局で捲られてしまうとは、といっ

た表情。ラスはこの回大きな失点を繰り返した橋本。このまま

ズルズルとラスを取り続けないか心配である。

４回戦　大野△１・福島７・橋本△３・石並△３

東１局（ドラ6）
大野 25000・福島 25000・橋本 25000・石並 25000
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　全部で１０回戦あるとはいえ、これ以上福島を走らせること

は他の３者にとっては良いことではない。そろそろ土をつけな

くては独走状態となってしまう。

　先制したのは橋本、ドラをトイツにしてのホンイツで

２０００・４０００というまずまずの滑り出し。親の大野がド

ラタンキのサンアンコでリーチをかけてきていたが、リーチ棒

もあっさりと回収した。

東２局（ドラi）
福島 23000・橋本 34000・石並 23000・大野 20000

　まずは大野がチートイツでリーチ。リーチを受けてアンパイ

を切りオリているかのように見えた橋本が実は以下の手牌でテ

ンパイ。

橋本手牌

vvbbnnttyi333

　程なくして大野から５２００を討ち取った。

　２連続でリーチを掻い潜りアガリを手にし、橋本もようやく

気持ちに余裕が持てたであろうか。このまま何事もなく最後ま

でいってくれという橋本の心の声が聞こえてきそうである。
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東４局（ドラj）
石並 23000・大野 14800・福島 24600・橋本 37600

　前局は橋本から福島に１６００の移動。大野、石並両者がや

る気十分な河だっただけに、トップ目の橋本としては通行料代

わりといったところか。

　安いながらもトップ目から直撃を果たした福島が、この局

リーチと打って出る。

福島リーチ手牌

vvbnm..dfgghj

　この手をアガリ、一気に橋本との点差を縮めようという腹だ

ろう。だが、既にイッツーのペンuマチでテンパイしていた
橋本が追いかけリーチ。一発で福島から出アガリ、８０００を

召し捕る形となった。出る杭は打たねばならぬ、隙のない橋本

の麻雀を見た気がした。

南１局（ドラe）
大野 14800・福島 15600・橋本 46600・石並 23000

　いよいよトップが磐石となってきた橋本。後４局平穏無事に

終わって欲しいものである。が、この局大きく点棒が動く。大

野から石並に１２０００の移動があったのだ。大野が一人沈ん
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でいく分には橋本としても構わないのだろうが、１２０００を

増やしたのが２着目の石並とあっては、話は別。たちまち背後

に黒い影が忍び寄る形となってしまった。

南３局（ドラ4）
橋本 48100・石並 34500・大野 3300・福島 13100

　前局はリーチをかけた大野と粘った橋本の２人テンパイで流

局。

　この局、まずは石並が一つ晒してタンヤオ赤１のテンパイを

入れる。橋本もピンフ赤１のテンパイを入れるが、ここはヤミ

テンに構える。福島からの出アガリ狙いである。このまま福島

を走らせるわけにはいかないので、狙えるときに狙っておこう

というわけだ。更に大野が追いつきピンフのみだがリーチと出

る。

　しばらくしてリーチ者の大野から橋本のロン牌が溢れるのだ

が、何とこれを見逃し、あくまで福島からの出アガリ狙いとい

うことか。そして福島はちょうど橋本のロン牌も抱えていた。

　これは橋本の目論見通り福島が大野に放銃という結末かと

思ってみていると何と福島はこれを抑え切った。この時福島は

既に自分が狙われている立場であるということを自覚してお

り、たとえリーチ者の現物であったとしても他家からロンの声

がかかりそうな牌は切らないと決めていたそうだ。

　その結果、橋本が先に石並へのロン牌を掴み、２０００点の



放銃となってしまう。福島をラス目に落とすはずが、２着目か

ら直撃されるという最悪の結末に。

　リーチ者からも見逃すという橋本の執念もすごいが、それを

読みきった福島の冷静さも賞賛に値するであろう。

　なお、次局は親の石並がドラの1をアンコにしてあっさり
と４０００オール。橋本はまたしてもトップを取り逃す格好と

なった。福島を３着に沈められたものの、痛い取り逃しである。

５回戦　橋本△２・福島６・大野△４・石並０

東１局（ドラ3）
橋本 25000・福島 25000・大野 25000・石並 25000

　初日の最終戦となるこの５回戦。ここがキモなることは誰の

目にも明らかである。３者は福島落としを念頭に対局に臨んだ

であろう。

　そんな５回戦は東１局から大激戦。大野が４巡目に6を叩
いてドラ雀頭のカンxマチテンパイ。石並が役なしドラタン

キテンパイと二人がテンパイ。そこに福島と橋本もリーチと

打って出た。

福島手牌

rtycvmmdfghjk

橋本手牌

777bbnm,yuihj

24
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　果たして誰に軍配は上がるのか、出アガリが効かない分石並

が不利かと思ってみていると何とアガったのは石並。最後のド

ラを手元に引き寄せリーチ棒２本付きの１０００・２０００を

手に入れた。これは大きなアガリであろう。全員の出鼻をくじ

くことに成功したのだから、気分が悪いわけがない。

東３局（ドラd）
大野 25000・石並 29100・橋本 20100・福島 25800

　東２局は親の福島がまず１３００オール。１本場は大野が

５００・１０００のツモアガリとなっている。

　微差ではありが２着目につけている福島。橋本からのwに

食いつくと残りの形は以下の通り。

福島手牌

wwyiiooasj　Weq

　当然マンズの一色手を意識した仕掛けであろうが、非常にら

しくない。対局後、本人に聞いてみるとやはり焦りすぎていた

と言っていた。この仕掛けがせめて牽制になってくれれば、と

思ったのも束の間、親の大野からタンピン赤１のリーチがかか

る。こうなってしまっては、後はただオリるばかり、大野の一

人テンパイで流局となった。
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東３局２本場（ドラx）Ｒ１本
大野 27000・石並 28100・橋本 19100・福島 24800

　１本場は大野が高速の４巡目リーチをツモり２６００オー

ル。このまま一気に加点していくのかと思いきや、福島が連荘

を止める。

　１０巡目に以下の手牌から1をポンして打j。３９００
のテンパイを組む。

福島手牌

1166zxxccvhjj

　しかし直後に下家が6をツモ切り嫌な雰囲気である。高め

を追求してシャンポンマチに取るべきであったか……。と思っ

たのも束の間、石並からロン牌が出て無事に３９００のアガリ

となった。福島もホッと一安心といった感じである。

　この後の東場は細かい展開で南入していった。

南４局（ドラq）
石並 8500 橋本 20700・福島 26500・大野 44300

　南２局は石並から大野へ３９００。続く南３局でも石並が橋

本に６４００の放銃と石並のダンラスで迎えたオーラス。福島

としては２着で構わないのでさっさと終わらせてしまいたいと
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ころだろう。現在トップ目の大野としてはなんとか福島の着順

を落としたいところだが現実的には難しいか。

　と、思っていると石並が役なし赤１のカンkをテンパイ即
リーチ。なんとこれを一発でツモり４０００オール。たちまち

ラス争いが熾烈なものとなってきた。

南４局３本場（ドラ6）
石並 383000 橋本 4100・福島 17300・大野 40300

　南４局１本場は福島が自身の２着を確保するためにリーチを

打つも、親に追いかけられ逆に３９００の放銃。続く２本場

では石並のリーチにアンパイに窮した橋本がドラで飛び込み

１２０００。なんと石並はダンラス状態からトップ争いに一気

に食い込んできた。

　このままではたまらないと大野がドラアンコの手から一つさ

らしてイーシャンテン。すると福島がリーチを宣言する。どの

ような手が入ったのかと見に行ってみるとなんと以下の超ド級

の手牌。

福島手牌

jjjkkkbbyyy77

　ツモればたちまちトップ。石並か大野からの直撃なら２着浮

上である。大野はドラがアンコであるため、よほどのことがな
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ければ１２０００の直撃などありえないと思っていただろう

が、石並と２０００点差であり、放銃すればトップから陥落し

てしまうことも考えベタオリする。対する石並はトップの背中

が見えたということからクイタンで応戦。終盤に掴んだ7で

福島に１２０００を打ち上げてしまう。開かれた手牌を見て思

わず目を見開いていた。福島は予選でもスーアンコをツモって

おり、自身でも得意な役満であると述べていた。

　かくして福島落としという全員の至上命題は脆く崩れ去り、

初日５回戦は福島の圧勝という形で幕を下ろした。

初日終了時スコア

福島７・石並△１・大野△１・橋本△５

　残るは５回戦、果たして福島以外の３人は雲上人となってい

る福島を引きずり下ろすことができるのであろうか。福島は圧

倒的優位な立場であることから、後半５回戦は打牌選択も変

わってきそうであるが、勝負どころで臆病風に吹かれないかが

キモであろう。

　後半戦も楽しみだ……と思いながら観戦記者は家路に着い

た。

　いよいよ来週の５回戦で優勝者が決まるのか……と家でくつ

ろいでいると、会場の都合で残りの対局を２週に分けて行うと

いう連絡が入った。これは戦っている選手にとっては長丁場に

なったと感じるだろう。コンディションを整えるのが大変そう



29

である。

　あっという間に１週間が過ぎ、折り返しとなる６回戦以降の

観戦のため、再びばかんすに集う面々。ここから先はスコアを

大きく意識した戦いをしなくてはならないため、選手たちの疲

労も大きなものになるだろう。

６回戦　石並△１・橋本△５・福島７・大野△１

東１局（ドラa）
石並 25000・橋本 25000・福島 25000・大野 25000

　優勝を考えるならもうこれ以上スコアを減らせない橋本、４

巡目に以下の手牌でリーチ。

橋本手牌

zzxcvtyyuidfg

　橋本のトップへの執念に牌も答えたか、程なくして大野から

８０００の出アガリとなった。

東３局（ドラe）
福島 17300・大野 10800・石並 18300・橋本 51600

　東２局は橋本が怒涛の猛連荘。２６００オールから始まり

４０００オール。流局テンパイをはさんで橋本の親が流れたの
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は３本場のこと。大野に２６００を振り込み長い親番が終わっ

た。

　大野とて橋本の猛進をただ見ているわけにはいかない、優勝

を目指すにはスコアを取り戻していかなくてはならない。１１

巡目に気合のリーチと打って出た。

大野手牌

fffhjkkkbnmyu

　これに飛び込んたのがトップ目の橋本。タンヤオイーペー

コー赤１の手から放銃し、５２００の失点となった。

東４局（ドラb）
大野 16000・石並 18300・橋本 46400・福島 17300

　まだまだ圧倒的優位にいる橋本、大野の親を流すべく２つ晒

してテンパイ。と、ここで福島に異変が、以下の手牌に1を

ツモりeを切る。

福島手牌

fghjbnmweer22ツモ1

　これは初日の福島とは明らかに違う。これは慎重なのではな

く臆病である。勝負手の時は広く構えておいたほうが良い。次
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巡wをツモっており、結果論ではあるがテンパイを逃してい
る。そして手狭に構えたのであれば、自分が不利になった場合

は速やかに退却するべきであろう。この後福島は橋本の無筋を

連打している。これではチグハグだ。

　そうして全員がバタバタしている隙に親の大野が追いつい

た。ドラ２丁使いのピンフをリーチ。あっさりとツモり上げ

４０００オールの申告。前局の５２００がカンフル剤となった

か。

南２局（ドラo）
橋本 44500・福島 15700・大野 31300・石並 8500

　東４局２本場は大野が石並から３９００。３本場は橋本が

４００・７００で大野の親を蹴る。南１局は福島が石並から

２０００と静かな展開に戻った。

　が、この局大きな嵐が、福島が９巡目にリーチ。河はピンズ

とソウズばかりでこの手牌。

福島手牌

qwertyuiozxxx

　これに飛び込んだのが石並。vが４枚見えたため、ノー

チャンスになったcでの放銃となった。裏ドラが一枚のり
１２０００の放銃。石並は箱下に。
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南４局（ドラv）
大野 36500・石並△ 8700・橋本 44500・福島 27700

　南３局は石並が大野に５２００を打ち上げいよいよ絶望的。

　しかしまだ石並にやることは残されていた。大野や福島に

トップを取られてしまうより、このまま橋本にトップを取って

欲しいと自らラスを引き受けに行く。

　この動きに橋本も敏感に反応。自身のアガリが薄いとみるや

石並を応援しに行く。石並が３つ晒したところでいかにも石並

が欲しそうな牌を刺しにったところなんとこれが大野のロン

牌。石並に刺すはずが５８００の直撃でトップ逆転となってし

まった。

　なんとも悲しい結末である。逆に大野は万々歳。トップも取

れるし福島のスコアも減らせた。ここから息を吹き返していけ

るだろうか。

７回戦　福島６・大野２・石並△４・橋本△４

東１局（ドラ7）
福島 25000・大野 25000・石並 25000・橋本 25000

　大野が浮上してきたことによって福島もうかうかとはしてい

られなくなった。このまま大野を封じ込めて逃げ切ることがで

きるのだろうか。石並と橋本もまだまだ分からない、ここから

激戦になることは誰の目にも明らかであった。
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　福島の起家。軽くてもいいから手が入ってほしいといった感

じで配牌を取るも気持ちとは裏腹にまとまらなそうな手牌。そ

れどころか４巡目に橋本が以下の手牌でリーチと出てきた。

橋本手牌

aaasshjcvbbnm

　あっさりとgをツモり、裏ドラがbになり２０００・

４０００。福島はいきなりの親被りに深いため息をついた。

東２局（ドラd）
大野 23000・石並 23000・橋本 33000・福島 21000

　福島が非常に熱のこもった摸打をしている。これは手が入っ

ているかと思って見に行くと１０巡目にリーチ。

福島リーチ手牌

zzvbnm,.yuidf

　福島の気合が天に通じたか。勝負熱でアガリ牌のgまで赤

く染まったらしい。程なくしてgをツモり上げ裏ドラ一枚の
３０００・６０００。このアガリで福島もほっと一息つけたと

言う感じである。
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南１局（ドラv）
福島 32000・大野 18000・石並 16100・橋本 33900

　東３局は石並が橋本に３９００の放銃。東４局は福島から

大野に１０００と序盤の２局とは打って変わって小場の展開。

トップ目の橋本と微差の２着目に甘んじている福島。その福島

がここで非常に面白い譜を残してくれた。石並がリーチを打ち、

最終的には石並の１人テンパイで流局するのだが、道中の福島

に注目したい。

　石並が中盤に以下の手牌でツモ切りリーチと出た。

石並手牌

qqqrtyhjkmm66

　その時点での福島の手牌は以下の通り。

福島手牌

66dfggbbnm,ui

　ここにツモvと来て少考。安牌がないので6に手をかけ

てしまうのか、あるいは無筋のgを叩き切ってイーシャンテ

ンに取るかと思って見ていると、何と無筋のuを強打してリャ
ンシャンテン戻し。次巡にツモfと来てイーシャンテンにな

ると続いてiも叩き切った。その後も押し続けるが有効牌に
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恵まれずイーシャンテン止まりで流局となった。

　対局後になぜあの局面で無筋を切ってリャンシャンテン戻し

を選択したのかを聞いてみた。親であり、同じ無筋であれば

gでも良いのではないかと思っていたが、福島から返ってき
た答えは非常に冷静なものであった。

　まず石並がツモ切りリーチであるという点から、良形ではな

いと読んだ。石並はラス目であるから、ほとんどの場合即リー

チにでるはずである。リーチと出てこないのであればヤミテン

でも十分な打点が見込めるとき、あるいは何がしかの手変わり

がある。となれば何らかの理由で手変わりを待てなくなったの

であろう。もちろんペンチャンやカンチャンマチもあるが、福

島は石並の河からファンパイ、あるいはコーフォンパイと何か

のシャンポン。片割れはリャンメンへの手変わりが豊富な牌の

シャンポンリーチなどを警戒したようである。ここまではピタ

リと読みがハマっている。ではなぜg切りでイーシャンテン
に取らず、無筋を押してまでリャンシャンテン戻しと出たのか。

無筋を切り飛ばしリーチに対抗する以上、最終的な目標はアガ

リだと福島は語る。むろん、アガリが見込めないのであればテ

ンパイ取りで妥協する。福島はg切りでイーシャンテンにな

ることは百も承知であるが、y－oの筋が薄いだろうとい

う事を考慮してu、iを払っていったのだ。事実y－o
の筋は薄く、福島の読みはここでもピタリとハマっていた。

　仮にそこまで読めたとして、どれほどの打ち手が無筋のリャ

ンメンターツを払っていけるであろうか。多くの打ち手がイー
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シャンテンの誘惑に負け、gに手をかけてしまうのではない

か。あるいは当たったらやむなしとして目を瞑って6を切り
放銃になっている打ち手もいるのではないか。プロとは周りと

同じではダメなのである。g切りでイーシャンテンに構える
ことは誰にでも出来る。大事な局面で自分の読みを信じて堂々

と勝負に行った福島。私はこの１局に福島のプロとしての魅力

を垣間見た気がした。

南３局（ドラ5）
石並 20600・橋本 34400・福島 29500・大野 15500

　前局は橋本と石並の２人テンパイで流局した。

　オーラスに向けて少しでも加点しておきたい福島が役なしペ

ンeで先制リーチ。すると親の石並が役なし赤１枚のドラタ
ンキで追いかけリーチ。２人の間で決着するのかと思いきや放

銃者は以外にも橋本。タンピンサンショク確定のテンパイ打牌

がドラで石並に御用。あっという間に３着目まで転落してし

まった。

　南３局１本場は大野が１人テンパイで流局と、橋本は足元が

かなり寒くなってきた。

南４局（ドラd）
橋本 20800・福島 27500・大野 18500・石並 33200
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　このままではいよいよ目がなくなってしまうと１０巡目に橋

本が以下の手牌でリーチ。すると大野も追いかけリーチ。

橋本手牌

bbnnmmm,.adkk

大野手牌

fffhkeeeyuixx

　大野はラス抜けだけならヤミテンで十分だが、ツモった時に

裏ドラが１枚でも乗れば福島の上にいけることからリーチと出

たようである。これは福島も万事休すかと思って見ていると福

島がxをピシリと河に放った。もしや……と思っていると橋

本がツモ切ったdに福島から大きなロンの声が。開けられた
手牌もまた大きなもの。

福島手牌

111asdfgghjll

　これで一気にトップ逆転。しかも福島にとっては当面のライ

バルである大野も３着に沈めたままという嬉しい形で７回戦は

終了した。
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８回戦　大野１・石並△３・福島９・橋本△７

　もしもこの回福島がトップを取り大野がラスを引くと、その

時点でコールドゲーム。評価方法の性質上誰も追いつけない為、

優勝は福島ということになる。石並も福島がトップだと追いつ

けない。橋本は既に優勝は不可能なスコアとなっている。

　優勝の目がなくなってしまっても、２着以上を取ればその際

のスコアは生涯成績にプラスされていく。逆に３着以下の場合、

スコアはマイナスされないという処置がとられているので、優

勝争いに参加できなくなった場合は、必然的に２着以上を目指

して打つ形になる。

東１局（ドラc）
大野 25000・石並 25000・福島 25000・橋本 25000

　ほぼ一騎打ち状態の大野と福島、この２人がどう戦うのか気

になっていると、親の大野が仕掛けて形式テンパイに向かい、

イーシャンテンからドラ切り。すると橋本がこれに食いつきテ

ンパイ。なんと手の内は赤が３枚のクイタンハネ満。こんな手

に振り込むのは御免だと大野も福島もオリて石並と橋本の２人

テンパイで流局。

　大野は少々焦っているのか、親を落としたくない気持ちはわ

からないでもないが、この段階でのスコア状況では、親がドラ

を放ったくらいでオリてくれるのは福島くらいではないか。石

並は背水の陣、橋本も２着以上でないと意味がないのだから、
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多少のことでは怯まない。こんなハネ満を引かれて親被りして

しまっては悔やんでも悔やみきれないだろう。

東２局（ドラg）
石並 26500・福島 23500・橋本 26500・大野 23500

　大野が役なしドラなしのリャンメンマチで先制リーチ。全員

オリるかと思いきや、福島が粘り以下のテンパイを入れる。

福島手牌

xxdddghjrttyu

　慎重にヤミテンに構えると大野からロン牌が出て５２００の

直撃。

　だがここは追いかけリーチでも良いのではないか。リーチの

現物マチというわけでもないし、十分に戦える形でもある。福

島も自身の優勝が現実的な物になってきたことに緊張している

のであろうか。だが、こういった些細なことが緩手となり、反

撃を許すことに繋がりかねないのだ。

東３局（ドラk）
福島 30000・橋本 26500・大野 17000・石並 26500

　大野が６巡目に以下の手牌でリーチと打ってでる。
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大野手牌

yyyiivbm,.fgh

　リーチ時点で山に残っているアガリ牌はn１枚だけであっ

たが。数巡後に力強くツモり上げる。道中yをアンカンして
おりこの手が化けるかと思って見ていたが、残念ながら何も乗

らずの７００・１３００。だが福島には点棒以上のダメージを

与えたようだ。ガックリと肩を落とす様子が卓外からでもハッ

キリと分かった。

東４局（ドラm）
橋本 25800・大野 19700・石並 25800・福島 28700

　大野が6を叩いて臨戦態勢。先の局ではベタオリを強いら
れた福島であったが今度は強気にリーチと打って出た。

福島リーチ手牌

uioasdghhhjm,

　これに一発で飛び込んだのが橋本。アンパイがなく、まっす

ぐいったのだが、致し方なしであろう。

南１局（ドラb）
大野 19700・石並 25800・福島 36700・橋本 17800
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　橋本が１６巡目にzでツモ切りリーチ。手牌は以下の通り。

橋本手牌

xcnm,,,wersdf

　実は安めをツモる前に大野から高目のvが出ていたのだが、
２着以上の浮上を目指して石並か福島からの直撃を考えて見逃

していた。祈るように最終手番の牌をツモるが橋本に幸運の女

神は微笑まず。石並と橋本の２人テンパイで流局となった。

南２局（ドラh）
石並 27300・福島 35200・橋本 18300・大野 18200

　親の石並が1を叩いて最後の親番を死守しにかかる。福島

も7を鳴いてカンgのテンパイ。さらに大野がリーチと卓
上はまたたくまに修羅場と化した。更に前に出てきた橋本が

真っ赤なドラ表示牌を叩ききると福島が手を開き３９００。

　大野のリーチも蹴り残りは２局。福島はこのままトップ目を

維持しつつ大野にラスを押し付けることが出来るのだろうか。

南３局（ドラv）
福島 41400・橋本 14100・大野 17200・石並 27300

　配牌を取ってから大野の様子がおかしい。息が荒くツモる指
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に力がこもっている。すると５巡目に大きな声と共にリーチ宣

言。数巡後yが卓上に激しく踊った。

大野アガリ形

qqwweertuio,,　ツモy

　まごうことなき３０００・６０００で一気に２着目に浮上。

親の福島にも親被りさせトップも狙える位置までこぎつけた。

大野の高目のアガリ牌は皮肉にも福島が東２局に大野から討ち

取ったものと同じy。もしあの時福島が追いかけリーチして
大野から出アガっていたならば、yは大野に味方しなかった
のであろうか。

南４局（ドラx）
橋本 11100・大野 29200・石並 24300・福島 35400

　ここでコールドにならなかったとしてもまだまだ優位には違

いない福島であるが、途中まで大きなアドバンテージがあった

にも関わらずトップまで明け渡してしまうとなるとかなり気分

が悪いだろう。そういったメンタルのブレが勝負に作用するこ

とは言うまでもない。

　福島も大野も祈るように配牌を取る。

　福島の配牌は悪い。5がトイツである以外はバラバラ。こ
こは守備も考えてチートイツに手を進めた。
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　大野は１３００・２６００でよいのだが、途中分岐点が訪れ

る。

大野手牌

zxcnmmm,sddhj

　上の手牌にnをツモり大野が長考に入る。場況を見ると

a―fもb―,もよく見える。どこを見切るか……。大野

はs切りを選択。程なくしてkをツモりm切りリーチ。
ツモる指に必然的に力がこもる。そんな気持ちを無視するかの

ように大野の元に訪れたのはa。悔しそうにaを河に叩き
つける。更に橋本が追いかけリーチと出てくる。これは勝負あっ

たかと思いきや、数巡後轟音と共に,が大野の手元で裏返っ
ていた。

　まさかまさかの大逆転劇であった。未だ福島のコールド優勝

の危機は去っていないが、大野は福島の背中をハッキリと捉え

たであろう。福島は逃げ切ることができるのだろうか。

　こうして２日目の対局が終了し、残り２回戦は会場の都合で

また翌週ということになった。選手達はどのような思いで１週

間を過ごすのであろうか。そんなことを思いながら私も家路に

ついた。



９回戦　橋本△１０・福島１０・石並△４・大野４

　いよいよ運命の９回戦。福島は１着順でも大野を上回ればそ

の時点で優勝である。大野は１０回戦のことを考えると少しで

も福島より上の着順を取りたい。他の２人は既に優勝の目がな

くなってしまっているが、２着以上を取ればその際のスコアは

生涯成績にプラスされていく。逆に３着以下の場合、スコアは

マイナスされないという処置がとられているため、石並と橋本

は２着以上を目指して打つことになる。

東１局（ドラ6）
橋本 25000・福島 25000・石並 25000・大野 25000

　橋本が７８９のジュンチャンサンショク狙いで手を進める

が、テンパイした形はジュンチャンもサンショクも崩れたカン

j。ほどなくしてjをツモり、フリテンリーチに踏み切るこ
となく５００オールを手にした。

東２局（ドラy）
福島 22400・石並 34800・大野 21400・橋本 21400

　東１局１本場は橋本と大野がリーチと出るも石並がうまく躱

して２０００・４０００。優勝争いも大事だが、生涯成績をか

けた戦いも大事である。橋本のペースには持っていかせないと

いわんばかり。

44



45

　９巡目、石並がドラ１のタンヤオイーペーコーをテンパイす

るも、マチであるカンbは既に他家の手の中で使いきられて
いる。

石並手牌

vvbnneetyujjj

　それを察知したのか、ツモeで打nとしてマチカエする。

が、そのnに橋本から待ったの声がかかった。　1赤ドラ
の３９００を直撃。ライバルからの直撃に石並もさすがにグっ

ときたか。

南１局（ドラe）
橋本 28200・福島 20500・石並 29000・大野 22300

　東３局は橋本と大野の２人テンパイで流局。東４局は橋本が

３００・５００と静かな流れである。

　この局、静寂を打ち破ったのは福島。以下の手牌でリーチと

出る。

福島手牌

sdfjkleryui55

　それに対抗するかのように石並も以下の手牌でリーチ。卓上
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に大きな炎が上がった。

石並手牌

tyuvvbbnmmm..

　福島とて優勝がかかっている。ここでめくり合いに負けてな

るものかと気合を入れてツモると福島の手元には嬉しいロン牌

が。裏ドラは乗らなかったが石並のリーチ棒を奪い１０００・

２０００の加点となった。

南２局（ドラh）
福島 25500・石並 27000・大野 21300・橋本 26200

　微差とはいえラス目に落とされている大野。この福島の親番

で親かぶりさせ、なんとか逆転の糸口としたい。大野は赤入り

で一つさらしてクイタンに走る。が、大野の前に立ちふさがる

ように親の福島からリーチ宣言。

福島手牌

dfgtyyuuibnmm

　福島のロン牌は山に１枚しか残っておらず、さすがに流局か

と思われたが何と石並からロン牌が放たれた。一際大きな声と

共に福島が手牌を倒し１２０００点の申告。放銃した石並はと
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いうと以下の形から。

石並手牌

rtuiovmmhhjjkk

　フリテンのリャンメンを引き戻しての満貫テンパイ。更には

親リーチの現物マチとなれば押してみたくなってしまうという

のが人情。この放銃はやむなしといった所だろう。福島はここ

で親流しを宣言。後２局、このまま流れるだけで福島の優勝で

ある。

南３局（ドラr）
石並 15000・大野 21700・橋本 26200・福島 37500

　親の石並がマンズホンイツに一直線。ここの親だけは絶対に

落とせないとばかりにゴリゴリと前に出る。しかし大野が石並

の打牌に食いつき３フーロ。そのまま仕上げも石並が引き受け

てしまい８０００の失点となった。こうなると石並の浮上は難

しそうである。福島はこのアガリを大きなため息をつきながら

眺めていた。

南４局（ドラg）
大野 29600・橋本 26200・福島 37500・石並 6700
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　いよいよ運命のオーラスである。勝利の女神は福島に微笑み

ここで優勝させてくれるのであろうか。

　大野は当然のようにまっすぐいくが中々ツモがかみ合わな

い。程なくして石並が以下の手牌でリーチ。

石並手牌

bbnnggweerrii

　ツモればきっちり２着となる。さらに橋本が追いかけリーチ。

橋本手牌

zxcm,.uoaajkl

　こちらは出アガリでもトップになれるためどこからでも手を

倒す。

　福島はとっくにベタオリを始めていたが、この状況でも未だ

以下のイーシャンテンの大野はもはや万事休すか。

大野手牌

vbm..tyuuusdf

　大野は祈るように最終手番のツモ牌に手を伸ばす。するとツ

モってきたのが何とr。首の皮一枚でテンパイし、次局に望

みをつないだ。福島は１人ノーテンとなってしまい、驚きの表
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情で大野のテンパイ形を眺めていた。

南４局１本場（ドラg）Ｒ２本
大野 30600・橋本 26200・福島 34500・石並 6700

　大野が配牌を取ると7が対子でドラと赤を１枚ずつ備えた

リャンシャンテン。石並が切った7をポンして、以下の頭の

無いリャンシャンテン形にするも、すぐにb、iと引きイー
シャンテン。

大野手牌

xcnmfgtyu5  777

　更に石並が切ったhをチーするとテンパイ。そのまま石並
が仕上げも引き受け大野が１２０００の収入。何とあっさりと

トップ逆転となってしまった。

　この石並の打牌には苦言を呈さなくてはならない。南２局、

南３局と大きく失点したが、その打ち込みは勝負牌となってい

るので良い。しかしこの放銃はあまりにぬるい。自身が倍満条

件であるならば、せめてそれなりの手格好が整ってから放銃と

なるのが普通ではないだろうか。倍満どころかリーチのみさえ

テンパイするか分からないような手バラからの放銃は、もはや

諦めに近いものさえ感じられてしまい、最後の１牌まで諦めな

い不屈の闘志を今後は身に付けてほしいと思う。
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　福島は大野が手を開いた瞬間に天を仰ぎ見て呻いていた。が、

ここでショックを受けていてはいけない。勝負はまだ終わった

わけではない。自分が優位であることは変わらないのだ、気持

ちを切り替えて１０回戦に臨まなくては、今度こそ本当に大野

に逆転されてしまう。

　そしていよいよ、泣いても笑っても最後の１０回戦が開始さ

れようとしていた。

１０回戦　石並△７・橋本△１１・大野７・福島１１

　先ほどは大野がラス親であったが、今度は福島がラス親であ

る。全局テンパイやめありのこのルールにおいて、この状況で

のラス親は圧倒的有利である。

　大野は福島と２着順以上をつけなくてはならず、必然的に福

島からの直撃を狙う場面が増えていくだろう。

東１局（ドラy）
石並 25000・橋本 25000・大野 25000・福島 25000

　橋本が１５巡目に以下の手牌からリーチとでた。かなりの終

盤であるが、場が湿り他の３人はまだテンパイしていない。

橋本手牌

55bnmm,.rttyu
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　同巡に大野も以下の手牌にqを引いて追いつきドラのy
を切ってリーチ。なんともあっさりと８０００を献上してし

まった。

大野手牌

55ghvvvm,.wey

　ここはオリてもよかったのではないか？　決めにいきたくな

る気持ちもわからないではないが、まだここで大きな勝負とい

かなくても良いのではないだろうか。

東２局（ドラj）
橋本 33000・大野 17000・福島 25000・石並 25000

　前局の大野からのアガリで勢いづいたか、橋本が４巡目に

リーチとでた。

 

橋本手牌

55vbnqwesdfgh
 

　石並がスーアンコのイーシャンテンまでこぎつけ粘るも、橋

本が高目のドラをツモり上げ４０００オール。

　いとも簡単に雲上人となった。

 



52

東３局２本場（ドラz）
大野 4900・福島 11900・石並 12900・橋本 70300

　橋本が東２局１本場で８０００オールをアガリ、トップ目の

立場を磐石にしたところで親を流して迎えた東３局。

　このまま好き勝手にさせてたまるかと大野が以下の手牌で

リーチ。

 

大野手牌

vvnm,qqdfgjlk
 

　が、橋本は怯むことなく仕掛け返し以下のテンパイを入れ押

し返す。

 

橋本手牌

zzertuiokl  M,.
 

　これはこのまま橋本が押し切ってしまうのかと思いきや、ロ

ン牌を掴んだのは橋本の方で３９００。

　大野も早く息を吹き返さなくては福島にあっさりと逃げ切ら

れてしまう。ここから反撃開始となるか。

東４局（ドラ5）
福島 10000・石並 12900・橋本 67700・大野 9400
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　東３局３本場は福島が橋本に１０００点を放銃して大野の親

が流れた。ここは連荘して大野との点差を引き離したいところ

だが、福島の手はあまり整っておらず、序盤にトイツで持って

いた6を鳴いて以下の形に。

福島手牌

ettdjjklnm　&66

　これは福島にしてはかなり珍しい仕掛けであろう。他家に対

する牽制の意味もこもっていたと福島は語っていたが、上家の

大野はドラも叩き切り怯む様子がない。そしてまっすぐ手を進

めた大野が追いつきリーチ。

大野手牌

erttyuccn,fff

　これは福島万事休すかと思っていると、実は福島もこの時テ

ンパイを果たしていた。しかもテンパイ形はなんと仕掛けた時

とは全く別物となり以下の形に。

福島手牌

bnmaajkl55　&66

　このドラトイツはいつの間に手の中に存在していたのだろう
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か？　そしてリーチのアンパイが唯一ドラしかない橋本がこ

の手にドラで飛び込んでしまう。初め大野がドラを切った時

には何の声もかからなかった福島から今度は突然ロンの声が

返ってきたのだから橋本も驚いたに違いない。福島価千金の

１２０００である。

東４局２本場（ドラh）
福島 28100・石並 12900・橋本 49600・大野 8400

　前局は福島が橋本から５８００を直撃しトップ目との点差を

再び縮めた。が、この局福島が大きく失速する。２巡目にイー

シャンテンとなり、この局も福島のものかと見ていたがなんと

全くテンパイに至らない。そうこうするうちに大野が１２巡目

に追いつきタンピン赤ドラのリーチを放つ。そして福島がこれ

に飛び込み８０００点を献上してしまった。

　ここは福島グッと我慢をするところだっただろう。イーシャ

ンテンが長くじれったくなる気持ちもわかるが、自分にはドラ

も赤もないのだから手がなかなか進まなかった段階で他家への

警戒を強めてもよかったであろう。

南１局１本場（ドラh）
石並 13900・橋本 50600・大野 14000・福島 21500

　南１局平場は大野以外の３人がテンパイして流局。そしてこ
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の局手が入った福島が７巡目にリーチとでたのが以下の手牌。

福島リーチ

wwerthhxcvnm,

　これは少々意外だった。今までこういった手はヤミテンに構

えていた福島だが、ここが勝負どころだと捉えたのか。この手

をアガリ切れば確かに大野との差は一気に突き放せるが、大野

が追いつきカンrの役なしドラ１で追いつき追いかけリーチ。
これを力強くツモり上げ１０００・２０００のアガリとなった。

一気に福島との点差を詰めた大野だが、ここから反撃の狼煙を

上げることができるのだろうか。

南３局（ドラ6）
大野 16700・福島 22000・石並 11800・橋本 49500

　前局は大野が福島に２６００を放銃し再び引き離されてしま

う。この親番で加点して何とか福島を叩き落としたいところだ

が、福島が2を叩いてピンズのホンイツへ向かう。これは福
島の上家である大野にとっては最悪の仕掛け。まっすぐ手を進

めたいが字牌やピンズを切れば福島に鳴かれるおそれがある。

が、大野は背水の陣でドラを切りピンズを切り、手を進める。

案の定福島に鳴かれカンdのテンパイを入れられてしまう。
　そして大野は終盤ようやくタンヤオのテンパイが入るも、テ
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ンパイ打牌は福島のアガリ牌であった。大野にとっては悪夢の、

そして福島にとっては垂涎の８０００点となった。

南４局（ドラd）
福島 30000・石並 11800・橋本 49500・大野 8700

　大野は福島に三倍満以上を直撃しラス目に落とさなくてはな

らない。一方福島は流局するかトップ目の橋本に軽くアガって

もらっても優勝ということになる。が、そんな福島が９巡目に

リーチ。一体どんな手が入ったのかと見てみるとなんと驚きの

テンパイ。

福島手牌

qweyudfgcvb22

　ツモって裏ドラが一枚でも乗ればなんとトップ逆転の大物手

である。一体アガリ牌は何枚残っているのかと見てみるとt
が僅かに２枚あるだけ。これは厳しいか、と思ってよくよく考

えてみると、まだtがどこにも顔を見せていない。これはま

さか……と思ったのも束の間、福島の手牌の右側に、真っ赤に

染め抜かれた美しいアガリ牌が開かれていた。

　福島、赤ありルールの優勝にふさわしい、オールスターを使

用しての大どんでん返しのトップをとっての優勝である。その

見事な優勝の仕方に、ただただ圧巻されてしまった。
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　対局が終わって優勝者インタビューに移った。福島は、「自

分は予選前半のスコアが悪く、このままではいけないと思っ

た。自分でも何が変わったのか分からないが、ある時から打っ

てはいけない牌などがわかるようになった。自分よりも強い人

たちに囲まれて順位戦が打てて良かったです。」と語った。福

島にとっては予選も、そしてこの決勝も、まだまだ強くなる道

の途中なのであろう。これから更なる高みを目指して福島には

頑張っていってほしい。そして今回優勝を逃した他のプロたち

も、さらなる磨きをかけるに違いない。

　全１０回戦通してどの半荘を取っても素晴らしい内容が繰り

広げられていたが、来年以降も更に磨きのかかった対局が行わ

れると思うと期待に胸が膨らむ。

　全日本麻雀協会。その名を知らぬ者は恐らく多くいるだろう。

しかし紛れもなく麻雀のプロ団体である。

最終戦南４局　福島の和了


